
山
岳
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

大
雪
舞
台
に
考
え
よ
う

【
旭
川
、
上
川
】
登
山
客
の

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ

急
増
な
ど
で
自
然
破
壊
が
深
刻

ル
ｉ

ｎ
北
海
道
２
０
０
２
ス
実

化
す
る
大
雪
山
系
を
舞
合
に
、
　

行
委
主
催
）
が
七
月
十
二
日
か

二
十

一
世
紀
の
登
山
の
あ
り
方

ら
十
五
日
ま
で
、
旭
川
市
と
上

を
考
え
る
全
国
会
議

「
山
岳
工

川
管
内
上
川
町
で
開
か
れ
る
。

植
物
観
察
や
農
家
訪
問
…

国
連
の
「国
際
山
岳
年
」
「国

川
町
で
開
催
。
前
夜
祭

（十
二

際
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
年
」
を
記

日
、
旭
川
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
）
で

念
し
、
北
大
地
球
環
境
科
学
科

は
登
山
家
の
田
部
井
淳
子
さ
ん

の
小
野
有
五
教
授
ら
有
志
が
企

が

「国
際
山
岳
年
・
国
際
エ
コ

画
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ー
リ
ズ
ム
年
と
こ
れ
か
ら
の

シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
は
十
二
、
十

登
山
の
あ
り
か
た
」
と
題
し
て

三
日
に
旭
川
市
、
十
四
日
に
上

基
調
講
演
す
る
。

7月 に旭川 と上川 で祭典

十
三
日
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
今
後
の
進
め
方
や
自
然
ガ
イ

ド
養
成
な
ど
に
つ
い
て
、
討
論
。

十
四
日
は
山
の
ト
イ
レ
問
題
や

登
山
客
の
増
加
に
伴
う
自
然

ヘ

の
影
響
を
防
ぐ
対
策
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
う
。
シ
ン
ボ
ジ
ウ

ム
の
参
加
費
は
三
千
円
。

十
四
、
十
五
日
に
は

エ
コ
ツ

ア
ー
を
実
施
。
大
雪
山
系
の
高

山
植
物
観
察
や
山
の
ト
イ
レ
間

題
を
考
え
る
登
山
や
旭
川
周
辺

の
農
家
を
訪
ね
る
十
六
コ
ー
ス

全
一千
十

一
万
円
）
が
あ
る
。

参
加
申
し
込
み
、
間
い
合
わ
せ

は
同
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
務
局

倉
０
１
１

・
２
２
２

・
４
３
８

３

へ
。
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◇
第
３
回
山
の
ト
イ
レ
を

考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
２
月

２
日
午
後
２
時
、
北
海
道
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
女
―

（札

Zけο尼今之同之臼(■ )

三登;系庁〔草])

幌
市
北
区
北
７
西
６
）
。
全

道
各
地
の
山
の
ト
イ
レ
問
題

の
状
況
に
つ
い
て
意
見
報
告

と
議
論
。資
料
代
５
０
０
円
。

問
い
合
わ
せ
は
山
の
ト
イ
レ

を
考
え
る
事
務
局

（担
当
・

愛
甲
さ
ん
）
８
０
１
１
・
７

０
６
・
２
４
５
２
へ
。

大
雪
山
系
登
山
口
に

バ
イ
オ
ト
イ
レ
設
置

２
カ
所
、
道
方
針

登
山
者
ら
の
排
せ
つ
物
が

山
の
自
然
を
壊
す

「山
の
ト

イ
レ
問
題
」
が
深
刻
化
し
て

い
る
の
を
受
け
て
、
道
は

一

日
、
今
年
六
月
か
ら
九
月
ま

で
大
雪
山
系
ニ
カ
所
の
登
山

口
に
、
微
生
物
を
利
用
し
て

排
せ
つ
物
を
分
解
す
る

「
バ

イ
オ
ト
イ
レ
」
を
設
置
す
る

方
針
を
決
め
た
。
利
用
状
況

や
環
境
へ
の
効
果
な
ど
を
二

年
間
調
査
し
、
本
格
的
導
入

の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

設
置
す
る
の
は
、
ト
ム
ラ

ツ
シ
温
泉
登
山
口
と
沼
の
原

・
ク
チ
ャ
ン
ベ
ツ
登
山
口
。

特
に
ト
ム
ラ
ウ
シ
山
は
、
登

山
途
中
の
ト
イ
レ
場
と
な

っ

て
い
る
南
沼
野
営
地
付
近
に

使
用
済
み
の
テ
ィ
ッ
シ

ュ
ペ

ー
パ
ー
が
散
乱
し
問
題
と
な

っ
て
い
る
ほ
か
、
ト
イ
レ
場

を
探
す
登
山
者
が
高
山
植
物

を
踏
み
荒
ら
す
な
ど
、
環
境

破
壊
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

道
は
、
山
中
で
の
ト
イ
レ

設
置
は
管
理
費
用
や
景
観
上

の
問
題
か
ら
困
難
と
判
断
。

登
山
口
に
設
け
、
入
山
前
と

後
の
利
用
を
呼
び
か
け
る
こ

と
に
し
た
。
山
中
て
は
従
来

ど
お
り
、
携
帯
ト
イ
レ
を
使

う
よ
う
指
導
す
る
。

大

雪

山

系

に

バ
イ
オ
ト
イ
レ

環
境

・
生
活
「
割
減

道
が
二
十
日
発
表
し
た
新

年
度
予
算
案
は
財
政
難
を
反

映
し
、
環
境

。
生
活
分
野
も

１０
ｏ８
％
の
削
減
と
な

っ
た
。

た
だ
、
大
雪
山
系
の
登
山
口

ニ
カ
所
に
微
生
物
を
利
用
し

て
排
せ
つ
物
を
分
解
す
る
バ

イ
オ
ト
イ
レ
の
設
置
を
盛
り

込
ん
だ
ほ
か
、
配
偶
者
や
恋

人
の
暴
力

（Ｄ
Ｖ
）
被
害
者

対
策
を
手
厚
く
す
る
な
ど
、

細
や
か
な
配
分
と
な

っ
た
。

十
腸
管
内
新
得
町
の
ト
ム

ラ
ウ
シ
山

へ
の
登
山
口
と
上

川
管
内
上
川
町
か
ら
沼
の
原

に
向
か
う
登
山
口
に

一
棟
ず

つ
、
夏
季

（六
十
九
月
）
だ

け
バ
イ
オ
ト
イ
レ
を
リ
ー
ス

し
て
設
置
す
る
山
の
ト
イ
レ

特
別
対
策
事
業
に
千
九
百
万

円
老
計
上
。
両
登
山
口
周
辺

な
ど
で
登
山
者
の
排
せ
つ
物

増
加
に
歯
止
め
が
か
か
る
か

ど
う
か
も
調
べ
る
。

ま
た
、

「
恵
ま
れ
た
環
境

は
北
海
道
の
財
産
」

（堀
達

也
知
事
）
と
の
位
置
付
け
か

ら
、
観
光
道
路
横
な
ど
に
野

積
み
さ
れ
た
廃
車
を
市
町
村

が
処
理
す
る
場
合
の
助
成
と

し
て
千
七
百
万
円
を
計
上
し

た
。
道
環
境
室
廃
棄
物
対
策

課
に
よ
る
と
、
道
内
に
は
景

観
を
害
し
た
り
環
境
汚
染
が

心
配
さ
れ
る
放
置
自
動
車
が

約
六
万
六
千
台
あ
る
。
助
成

費
は
約
千
五
百
合
分
の
処
理

に
充
て
ら
れ
る
。

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
に
悩
む
女
性

の
相
談
増
加
に
対
応
、　
一
時

保
護
事
業
を
道
肉
五
カ
所
の

民
間
シ

ェ
ル
タ
ー

（
一
時
避

難
所
）
に
委
託
す
る
た
め
、初

め
て
三
千
百
万
円
を
計
上
。

財
源
が
乏
し
い
民
間
シ

ェ
ル

女
―
の
活
動
支
援
が
目
的
。

ゎっえ年之日を日に)
≦新 1章身,
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山小屋 トイレ

EM菌で浄化
黒岳で改修工事

肩

綬

栗

語

壷

山
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
上
川

管
内
上
川
阿
層
雲
峡
の
大
督

雷
渓
が
残
る
黒
岳
で
始
ま

っ
た
ト
イ

レ
の
改
修
作
業ぇ06LttЬ litら Hl木)差幹々 rttR)

山
系
黒
冨
盆

、九
八
四
Ｕ

頂
上
近
く
に
あ
る

石
堅
脇
の

ト
イ
レ
の
改
修
工
事
が

二
十

四
日
か
ら
る
ま

っ
た

。
山
小

屋
の
ト
イ
レ
と
し
て
は
道
内

て
初
め
て

「
Ｅ
Ｍ
菌
」
と
呼

ば
れ
る
細
菌
に
よ
り
し
尿
を

浄
化
す
る
方
式
を
採
用
。
作

業
は
環
境
省
や
上
川
町
な
ど

が
行
い
、
二
十
五
日
中
に
完

了
の
見
込
み
。

コ
Ｍ
函
は
乳
酸
歯
群
や
酵

母
面
群
な
ど
多
様
な
微
生
物

が
共
存
す
る
細
面
で
、

処
理
τ
行
う
バ
ク
テ
リ
ア
の

毎

雪

ａ

さ
セ

客

。

石
≦
脇
の
ト
イ

ン
は
こ
れ
ま
で

地
面
に
穴
を
掘

っ
て
し
尿
を
し

み
込
ま
せ
る
漫

遊
丞
で
、
白
累

環
境

へ
の
影
響

が
問
題
に
な

っ

て
い
た
が
、
改

修
さ
れ
る
ト
イ

レ
で
は
、
活
性

炭
を
菌
床
に
し

て
ト
イ
レ
の
穴

に
入
れ
て
使
用

す
る
。

ノ
ィ

ォ

ト

ィ

ン

来
月
か
ら
実
験

【上
川

、
新
得
】
道
は

登
山

客

の
増
加
に
よ
る
山
岳
地
帯

の
し
尿
対
策
て
六
月
か
ら
、

大
雪

山
田
立

公
国
の
ト

ム
ラ

ウ
シ
豊
山

口

（十
勝
管
内
新

得

Ｕ

と
沼

の
原
登
山

口
（上

川

管

内
上

川

町

）
の

ニ
カ
所

に

、
水
を
使
わ
ず
微
生
物
て

し

尿
を
分

解
す
る
ト
イ
レ
を

一
棟
ず

つ
設
隠
、

ニ
カ
年
計

画
で
実
駆
試
験
を
付
う

。

使
わ
れ
る

の
は

、
旭
川
市

内

の
環
境
機
器
販
売

の
正
和

電

工

金
四
主
恥
恥
社
長
）
の

製
作
し
た
バ
イ
オ
ト
イ
レ
。

高
さ
二

・
七
Ｍ
、
外
観
は
ロ

グ
ハ
ウ
ス
風
で
、
中
に
は
小

便
器
と
大
便
器
が
仕
切
り
を

設
け
て

一
基
ず
つ
あ
る
。

バ
イ
オ
ト
イ
レ
で
は
、
微

生
物
が
し
尿
を
分
解
す
る
た

め
に
、
お
が
く
ず
を
温
め
、

ス
ク
リ

ュ
ー
て
お
が
く
ず
を

か
く
は
ん
す
る
必
要
が
あ

る
。
設
置
場
所
は
水
も
電
源

も
な
い
が
、
ト
ム
ラ
ウ
シ
登

山
口
て
は
、
お
が
く
ず
を
か

く
は
ん
す
る
モ
ー
女
１
の
電

源
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
採
用
。
沼
の
原
登

山
口
て
は
電
気
を
使
わ
ず

に
、
用
を
済
ま
せ
た
人
が
便

器
の
そ
ば
に
あ
る
ペ
ダ
ル
を

こ
い
で
お
が
く
ず
を
か
く
は

ん
す
る
方
式
を
採
用
す
る
。

し
尿
処
理
能
力
と
も
に

一
日

で
最
大
百
人
分
。
事
業
費
は

一
千
九
百
万
円
。

道
は
、
今
年
、
来
年
の
と

も
に
六
月
中
旬
か
ら
九
月
中

旬
に
か
け
て
、
登
山
者
に
開

放
し
、
奥
気
や
処
理
性
能
な

ど
を
調
べ
る
。

ｌ
１
　
０

ユ
大雪山系

の登山 日

ウス風のバ イオ トイ レ

20 2年 (平成 14年)7月 13日 (土曜日)戸▼R

「
工
ベ
レ
ス
ト
で
も

し
尿
汚
染
が
深
刻
」

登
山
家
の
田
部
井
二ん
講
演

【
旭
川
】
国
際
山
岳
年
と

国
際

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
年
を

記
念
し
て
、

二
十

一
世
組
の

登

山

の
あ

り

方

を

考

え

る

「
山
岳

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
フ

ェ
ス
テ

ィ
パ
ル
ｉ

ｎ
北
海
道

２
０
０
２
」

（
同
実
行

要
主

催

）
が
十

二
日
、
旭
用
パ
レ

ス
ホ
テ
ル

（旭
川
市
七
ノ
六
）

で

開
幕
。
前
夜
祭
の
基
調
語

濱
て
、
登
山
家
の
田
部
井
澤

子
さ
ん
＝
写
真
＝
が
、
深
刻

化
す
る
登
山
者
の
、
し
床
処

理
問
題
の
解
決
を
野
え
た
。

内
外
の
山
岳
て
０
み
拾
い

ツ

ア
ー
を
続
け
る
山
岳
環
境

保
護
団
体

「
日
本
ヒ

マ
ラ
ヤ

ン

・
ア
ド

ベ
ン
チ
キ
ー

・
ト

ラ
ス
ト
」
代
表
の
田
部
井
さ

ん
は

「
私
の
調
査
て
は
、
こ

れ
ま
て

エ
ベ
レ
ス
ト
に
家
庭

用
の
浴
相
て
三
千
五
百
杯
分

の
、
し
尿
が
流
さ
れ
た
計
算

に
な
る
」
と
、
し
尿
に
よ
る

汚
染
の
深
刻
さ
を
∬
え
た
。

ま
た
、
カ
ナ
ダ
て
進
む
入
山

制
限
な
ど
、
世
界
の
先
進
事

例
を
紹
介
し
た
。

十
三
日
は
旭
川
市
、
十
四

日
は
上
Π
管
内
上
川
阿
て
、

そ
れ
ぞ
れ
山
の
環
境
保
全
や

北
海
道
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
振

興
策
な
ど
を
テ
ー

マ
に
シ
ン

ボ
ジ
ウ
ム
を
行
う
。

爛 ふ
旭ザIIで フェス
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競
大
雪
山
系
か
ら

①

し
て
、
ふ
ん
尿
問
題
は
深
刻

さ
を
増
し
て
い
る
。
沼
や
沢

水
を
汚
染
し
、
用
を
足
す
た

め
に
高
山
植
物
の
群
落
を
踏

み
警
型
り
す
。
富
栄
養
化
て
平

地

の
植
物
が
高
山
帯
に
緊
殖

す
る
な
ど
、
生
態
系
を
脅
か

し
か
ね
な
い
危
険
な
要
素
も

入
山
者
に
配
布
。
二
〇
〇
〇

年
度
か
ら
は
登
山
小
屋
の
し

尿
女
ン
ク
を

ヘ
リ
で
ふ
も
と

に
下
ろ
す
作
業
も
始
め
た
。

今
年
六
月
に
は
、
沼
ノ
原

と
ト
ム
ラ
ウ
シ
温
泉
側

の
両

登
山
口
に
、
間
伐
材
を
使

っ

た
ト
イ
レ
を
設
盈
し
た
。
正

和
電
工

（本
社

・
旭
川
）
の

パ
イ
オ
ト
イ
レ
で
、
ネ
ん
尿

の
分
解
を
促
す
た
め
、
沼
ノ

原
に
は
お
が
く
ず
を
か
く
は

ん
す
る
自
転
車
こ
ぎ
式
、
ト

ム
ラ
ウ
シ
で
は
太
陽
光
発
電

の
パ
ネ
ル
を
備
え

、

二
年
間

「
大
雪
の
奥
懐
」
と
呼
ば

れ
、
百
名
山
の

一
つ
に
数
え

ら
れ
る
ト
ム
ラ
ウ
シ
山

全

一、

一
四

一
所
）
。
そ
の
山
頂
Ｅ

下
に
あ
る
南
沼
野
営
地
の
様

子
が
最
近
変
わ

っ
た
。

「
キ

ャ
ン
プ
地
近

とヽ
の
岩

陰

に
は

排

せ

つ
物
が

積
も

り
、
白
い
テ

ィ
ッ
シ

ュ
が
高

山
植
物
に

へ
ば
り

つ
い
て
い

た
。
水
は
と
て
も

日
に
す
る

気
に
な
ら
な
か

っ
た
」
。
旭

川
市
内
の
五
十
代
の
登
山
慶

好
家
は
あ
き
れ
た
表
情
だ
。

生
態
系
脅
か
す

登
山
ブ
ー
ム
の
副
産
物
と

芝ooぇ今γnt6日 (X)道新 (草働)

は
ら
む
。

行
政
も
山
岳
ト
イ
レ
問
題

の
対

策

に
乗

り
出
し

て
い

る
。道

は

一
九
九
九
年
度
か
ら

大
西
山
系
で
携
帯
ト
イ
レ
を

山

の
ト
イ
レ
視
察

「
エ
コ
フ

ェ
ス
」
閉
幕

【
上
川
】
国
際
山
岳
年
を

記
念
す

る

「
山
岳

エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
フ

ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
ｉ

ｎ
北
海
道

りる
０
０
２
」

（実

の
最
終
日
の
十

五
日

、
環
境
に
負
担
を
か
け

ず
自
然
に
親
し
む
た
め
の
モ

デ
ル

エ
コ
ツ
ア
ー
が
大
雪
山

系
で
行
わ
れ
た

。

穀
終
日
の
こ
の
日
は
、
画

山
植
物
鑑
賞

、
身
障
者
向
け

、

に
、
道
肉
外
の
ガ
イ
ド
、
ツ

ア
ー
客
な
ど
約
百
人
が
参
加

し
た
。
こ
の
う
ち

「山
の
ト
イ
レ

を
考
え
る
黒
岳
登
山
」

コ
ー

ス
に
は

十

一
人

が

参

加

し

た

。
ト
ム
ラ
ウ
シ
山
や
旭
岳

へ
の
縦
走
の
拠
点
で
、
多
く

の
登
山
客
が
足
を
運
ぶ
黒
岳

石
室
は

、
ト
イ
レ
の
膨
大
な

し
尿
処
理
や
登
山
道
沿
い
で

の
し
尿
が

問
題
に
な

っ
て
お

り

、
参
加
者
は
携
ヽ

ト
イ
レ

の
使
用
法
を
学
び
、
登
Ш
適

沿
い
に
点
在
し
た
テ

ィ
ッ
シ

ュ
を
確
認
。

「
黒
岳
石
室
で

は
微
生
物
を
利
用
し
て
、
し

尿
を
処
理
す
る
試
み
が
始
ま

っ
て
い
る
」
と
の
憂
甲
哲
也

北
大
助
手
の
説
明
に
耳
を
傾

け
た
。

携
帝
ト
イ
レ
の
使
用
法
を

学
ぶ

エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者

＝
上
川
省
内
上
川
町
の
黒

岳
登
山
道

．一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

Ｉ
Ｉ
　
Ｏ
Ｎ
　
Ｉ
Ｉ

十
五
日
に
は
、
山
岳

エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
フ

ェ
ス
テ

ィ
バ

ル

の

一
環
で
、
大
雪
山
系
縦

走
の
拠
点
、
黒
岳
石
堅
の
ト

イ

レ
視

案

ツ

ア
ー

が

行

わ

れ
、
参
加
者
は
有
用
微
生
物
　
一

か
け

て
デ

ー

タ

を
収

柴

す

万
円
余
り
に
上
る
。　
　
　
　
レ
ベ
ル
に
応
じ
、
施
設
ト
イ

策

を

組

み

合

わ

せ

る

べ
き

を
説
き
始
め
た
。

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
入
山
迎
域
や
登
山
者
の

レ
や
携
帯
ト
イ
レ
な
ど

の
対

だ
」
。
十

四
日
に
上
川
管
内

（旭
川
報
道
部
　
商
橋
　
力
）

の
Ｅ
Ｍ
菌
を
入
れ
て
ネ
ん
尿

の
分

解

を

促

す

実
験

を

見

た
。さ

ま
ざ
ま
な
対
策
で
、
コ

ス
ト
の
課
題
が
大
き
い
。
携

帯
ト
イ
レ
配
布
に
は
年
間
二

百
万
円
、
道
の
「
ヘ
リ
作
戦
」

は
初
年
度
で
五
百
万
円
か
か

っ
た
。

沼
ノ
原
の
ト
イ
レ
は
七
百

万
円
、
ト
ム
ラ
ウ
シ
の
太
陽

光
発
電
式
の
費
用
は
千
七
百

ト
イ
ン
対
策
コ

ス
ト
課
題

黒岳石室 の トイ レを視察 す

フ ェスの ツアー参力日者 =15
る山岳 エ コツー リズム

日

上
川
町
で
開
か
れ
た
同
フ

ェ

ス
テ

ィ
バ
ル
の
シ
ン
ボ
ジ
ウ

ム
で
、
北
大
大
学
院
農
学
研

究
科
の
愛
甲
哲
也
助
手
は
こ

う
提
言
し
た
。

入
山
料
論
議
も

静
岡
県
は
今
年

、
富
士
山

頂
な
ど
に
正
和
電

工
の
バ
イ

オ
ト
イ
レ
を
十
五
台
設
置
す

る
。
実
験
的
に
取
り
組
ん
だ

〇

一
年
度
に
は
、
利
用
者
が

小
銭
を
入
れ
る
「
チ

ッ
プ
制
」

を
取
り

、
大
半
の
利
用
者
は

快
く
協
力
し
た
と
い
う
。

「
卜
／
レ
と
登
山
道
の
整

備
管
理
の
た
め
、
登
山
者
が

多
い
旭
岳
、
黒
岳
な
ど
で
も

五
百
円
程
度
の
入
山
料
を
取

る
時
期
が
き
て
い
る
」
。
大

雪
山
系
の
地
元
山
岳
会
の
幹

部
は
、
自
己
負
担
の
必
要
性
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今
年
は
国
連
が
提
旧
す
る

「
国
際
山
岳
年
」
と

「国
際
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
年
」
。
こ
れ
を
記
念
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
様
々
な
エ
コ
ツ
ア
ー
が
、
旭
川
市

や
大
雪
山
系
の
山
な
ど
で
企
画
さ
れ
た
。
黒
岳
で
は

登
山
者
の
ト
イ
レ
問
題
を
考
え
る
ツ
ア
ー
が
あ
り
、

東
京
や
静
岡
な
ど
の
１１
人
が
参
加
。
汚
染
物
質
の
多

解
を
助
け
る
効
果
が
あ
る
Ｅ
Ｍ
菌
や
木
炭
を
使
う
実

験
が
始
ま
っ
た
避
難
小
屋
の
ト
イ
レ
を
視
察
し
た
。

出
の
ト
イ
レ
問
題
は
全
国
的
に
深
刻
。
用
を
足
す

た
め
に
高
山
植
物
が
踏
み
荒
ら
さ
れ
た
り
、
水
源
の

軒
嘩
卵
螂
若
唯
［
難
】
φ
』
紗
嚇
ゆ
牌
療
落
軸
』
摯

に
放
置
さ
れ
た
現
場
に
も
出
く
わ
し
た
。

各
地
で
携
帝
ト
イ
レ
の
普
及
や
バ
イ
オ
ト
イ
レ
設

置
な
ど
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ツ
ア

ー
に
参
加
し
た
日
本
山
岳
協
会
員
の
椎
名
宏
子
さ
ん

（６７
）
は

「ど
ん
な
ト
イ
レ
が
い
い
か
、
そ
の
方
式
は

山
に
よ
っ
て
千
差
万
別
。
汚
染
を
食
い
止
め
る
た

め
、
今
後
も
模
索
し
て
い
き
た
い
」
。

紅
Ｍ舶
実
験
の
小
屋
視
察

黒岳でエコツ

０
シ
ナ
ノ
キ
ン
バ
イ

（手
前
）
な

ど
の
高
山
植
物
が
咲
き
競
う
登
山

道
を
歩
く
参
加
者
。
少
し
外
れ
た

窪
地
に
も
、
使
用
済
み
の
テ
イ
ッ

シ
ュ
と
排
泄
物
が
あ
っ
た

”
Ｏ
Ｅ
Ｍ
菌
や
木
炭
を
使

”
っ
た
実
験
が
始
ま
っ
た

¨
ト
イ
レ
を
視
察
す
る
参

”
加
者
Ｈ
い
ず
れ
も
１５

】
日
、
大
雪
山
系
で

- 93 -
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道
ほ
十
八
日
、
大
西
山
系
の
環

境
保
全
や
安
全
対
策
を
検
討
す
る

庁
内
組
織

「
大
雪
連
山
共
生
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
会
餞
」

（座
長

・
磯
田

態

一
副
知
事
）
を
発
足
さ
せ
た
。

中
高
年
の
登
山
ブ
ー
ム
を
背
景
に

し
た
道
難
者
の
増
加
や
、
し
尿
に

よ
る
生
態
系
破
壊
な
ど
を
解
決
す

る
の
が
目
的
。
新
た
な
条
例
づ
く

道
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

廃
④
し
尿
に
よ
る
生
態
系
の
破
壊

咄

―
な
ど
が
テ
ー
マ
と
な

っ
た
。
　
　
Ⅷ

し
尿
問
題
に
対
し
て
、
大
匿
山

側

系
を
抱
え
る
上
川
、
十
勝
両
管
内

岬

て
は

「携
帯
用
ト
イ
レ
」
の
無
料

即

配
布
や

「
バ
イ
オ
ト
イ
レ
」
設
置

ｌｉｉｌｌ

な
ど
を
行

っ
て
き
た
が
、
登
山
者

咄

が
急
増
す
る
中
て
有
効
な
対
策
と

‐――――‐

な

っ
て
い
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
―ｌｌｉｉ

職
日
副
知
群
は

「ト
イ
レ
の
増

削

設
や
マ
ナ
ー
向
上
運
動
は
根
本
的

‐ｉｌｌｌ‐

な
問
題
解
決
と
は
な
ら
な
い
。
こ

附

れ
ま
て
と
は
抜
本
的
に
異
な
る
解

削

決
策
を
打
ち
出
す
べ
き
だ
」
と
述

‐ｉｉｌｌ

べ
、
旅
行
会
社
の
主
催
す
る
登
山

卿

ツ
ア
ー
な
ど
に
道
が
認
定
し
た
山

Ⅲ

一缶
ガ
イ
ド
が
同
行
す
る
こ
と
な
ど

附

を
提
冥
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
期

山
形

・
富
城
県
境
に
そ
ぴ
え

る
蔵
王
連
障
の
最
高
障

・
熊
野

岳

（１
８
４
ｌ
Ｍ
）
山
頂
に
ト

イ
レ
を
建
設
す
る
山
形
市
の
計

画
を
め
ぐ
り
、
同
市
と
山
形
県

な
ど
が
ホ
ッ
ト
な
論
争
を
繰
り

広
げ
て
い
る
。
市
は

「
環
境
保

護
に
つ
な
が
り
、
観
光
客
に
も

喜
ば
れ
る
」
と
主
眼
す
る
が
、

蔵
王
国
定
公
図
を
所
管
す
る
県

は

「
景
観
上
の
問
題
が
あ
る
」

と
渋
い
願
だ
。
山
の
専
門
家
も

巷
き
込
み
論
争
は
し
ば
ら
く
続

き
そ
う
だ
”

熊
野
岳
は
、
山
頂
近
く
ま
で

道
路
や

ロ
ー
プ
ウ

エ
ー
が
通

じ
、
軽
装
で
も
登
頂
で
き
る
。

ト
イ
レ
が
あ
る
主
な
登
山
口
二

か
所
か
ら
山
頂
ま
で
歩
い
て

一

時
間
辱

％

高
山
植
物
の
女
王

「
コ
マ
ク
サ
」
が
咲
く
夏
な
ど

に
は
用
を
足
し
た
紙
が
残
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
多
め
。

「
こ
れ
で
は
魅
力
が
半
減
し

て
し
ま
う
」
。
蔵
王
を
訪
れ
る

観
光
客
も
減
少
傾
向
で
、
危
機

感
を
強
め
た
市
が
ト
イ
レ
の
設

置
計
画
を
発
表
し
た
の
は

一
昨

年
十
月
。
土
壊
の
微
生
物
で
汚

物
を
分
解
す
る
ト
イ
レ
に
す
る

な
ど
環
境
に
配
慮
す
る
と
し
て

お
り
、
来
年
度
予
算
案
に
設
計

質
を
盛
り
込
む
方
針
だ
。

こ
れ
に
対
し
県
の
言
い
分

は
、

「
山
頂
付
近
は
蔵
王
で
も

特
に
景
観
の
優
れ
た
場
所
。
課

題
が
多
い
」
。
山
頂
付
近
は
樹

木
も
な
ぐ
、
ト
イ
レ
が
出
来
れ

ば
周
囲
か
ら
丸
見
え
に
な
る
。

ま
た
、

「
登
山
前
に
豊
山
口

の
ト
イ
レ
で
済
ま
せ
れ
ば
必
要

な
い
の
で
は
」
と
指
摘
す
る
戸

も
あ
る
。

一
方
、
山
岳
写
真
家
の
高
橋

金
雄
さ
ん
は

「
生
理
現
象
の
こ

と
で
も
あ
り
、
登
山
者
に
と

っ

て
も
便
利
に
な
る
」
と
計
画
を

支
持
す
る
の
に
対
し
、
山
岳
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
折
原
栄
悦

さ
ん
は

「
携
帯
ト
イ
レ
の
無
料

配
布
な
ど
ほ
か
に
取
る
べ
き
描

暉
は
多
い
」
と
批
判
的
だ
。

ヱο02倅 9同ユ?日 (々)通新僣付)
J【子  森   尭

条例も視野マナＦが大切
自
然
を
傷

。
四
季
折
々
の
山
の
景
観
を

自
然
を
汚

。
秋
の
紅
菜
シ
ー
ズ
ン
を
前

道
山
岳
連
盟
会
長
の
阿
地
政

か
け
た
り
、
荷
物
を
麗
い
た
り
し
な

い
。
腰
か
け
る
な
ら
、
石
の
上
な
ど

植
物
の
な
い
場
所
を
退
ポ
。

閉

陽

ト
イ
レ
の
な
い
場
所
も
多
い
の

電

　

棟効
計
発
零
、

つ
え
は
先
鳩
が
と
が
っ
て
い
る
と
　
や
む
を
得
ず
４
榊
が
な
い
場
合
、

結

鑑

舗

即

辟

聯

解

嫡

嘆

齢

離

耕

墜

鶴

る
。
道
四
辱
手
り
か
い
表
上
の
山
が

立
た
な
い
所
を
選
ぶ
。
汚
物
が
完
全

多
い
の
で
、な
お
さ
ら
注
意
が
必
要
「
に
隠
れ
る
よ
う
に
土
や
木
の
葉
を
か

貴
重
な
高
山
植
物
の
写
真
を
近
く

ぶ
せ
る
。川
な
ど
の
近
く
は
避
け
る
。

で
撮
り
た
い
気
持
ち
は
分
か
る
が
、　
　
使
用
し
た
紙
は
必
ず
持
ち
帰
る
。

歩
道
を
外
れ
て
は
な
ら
な
い
。
周
囲

水
に
溶
け
る
紙
だ
ど
し
て
も
、
捨
て

の
高
山
植
物
を
傷
め
る
。　
　
　
　
　
て
は
い
け
な
い
。

自
然
に
配
慮
し

コ
登
山
″
の
マ
ナ
ー
や
心

竜売t新隅
‐
1(夕 )

道
山
岳
運
盟
会
長

阿
地
政
美
が
に
聞
く

Ｏ
ヽ

歩
道
を
外
れ
て
は
だ
め

飲
み
物
は
捨
て
な
い
で

(れ
=瓶
口[イ員拗碑可 )高

山
帯
で
の
希
少
な
植
物
の
盗
掘

や
チ

ョ
ウ
な
ど
の
希
少
生
物
の
迫
法

捕
理
は
絶
対
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま

た
山
ろ
く
で
は
、
山
菜
を
侵
ま
で
掘

園

田

隔

婆

登
山
中
に
排
便
を
も
よ
お
す
こ
と

が
な
し、
よ
う
、
早
朝
の
排
便
奎
日
０

一つ
？
り
心
掛
け
、
普
段
か
ら
習
慣
づ

け
る
。
無
理
し
て
水
全

類
（
命
雀
拝
略

な
い
が
、
水
分
の
と
り
す
ぎ
は
体
調

を
崩
し
、
ト
イ
レ
の
心
配
を
す
る
羽

目
に
。
用
意
す
る
量
の
目
安
は
、
下

山
し
た
時
一昼
で
少
し
残
っ
て
い
る
程

度
。木
綿
の
下
着
を
看
な
い
。
発
散
性

の
あ
る
ウ
ー
ル
製
や
化
学
織
鮭
製
の

も
の
に
す
る
。
台
晏
擦
か
視
ｕ秋

に
は
特
に
重
要
。

と
　
っ
た
り
、　
一
帝
を
全
部
採

っ
た
り
し

て
　
な
い
。

泣
　

３

務

　

登
山
中
に
食
ぺ
る
お
や
つ
や
弁
当

輛

簾

輝

合

電

湘

　

歓
み
物
は
残
っ
て
も
中
身
を
捨
て

呻
紺
練
経
執
鉾
守

登

危
険
。

休
憩
す
る
と
き
は
植
物
の
上
に
腰

観光か 鑓巡りM県と市カ景観 弓


